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唐
門
を
入
り
、
す
ぐ
に
あ
る
の
は
文
化
燈
篭
。
江
戸
時
代
後
期

の
文
化
年
間
に
、
北
方
警
備
に
択
捉
・
国
後
へ
と
出
兵
し
た
仙
台

藩
が
凱
旋
記
念
と
し
て
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代
、
欧

米
諸
国
は
先
を
競
っ
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
た
。
蝦
夷
地
に

あ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
干
渉
。
遂
に
は
、
樺
太
と
択
捉
で
漁

場
が
襲
わ
れ
略
奪
連
れ
去
り
事
件
が
発
生
し
た
。
幕
府
は
東
北
諸

藩
に
出
兵
を
命
じ
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
二
月
に
二
千
名
を

超
え
る
仙
台
藩
士
が
択
捉
・
国
後
・
箱
館
の
警
固
に
進
発
し
て
い

る
。
択
捉
島
上
陸
は
四
月
二
十
日
。
現
地
で
は
警
固
本
部
と
な
る

陣
屋
建
設
を
行
い
警
戒
警
護
活
動
に
当
り
、
領
土
を
守
る
日
本
の

意
志
を
知
ら
し
め
た
。
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
行
動
は
沈
静
化
す
る
。

厳
寒
期
の
過
酷
な
征
途
と
、
夏
に
も
濃
霧
に
覆
わ
れ
る
寒
冷
地
で

の
警
護
活
動
の
中
で
の
死
亡
者
は
六
十
八
名
。
出
兵
費
用
は
六
万

両
に
も
及
び
、
幕
府
へ
の
借
用
金
要
請
ま
で
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
我
等
が
郷
土
の
先
人
が
正
に
心
血
を
注
い
で
守
り
抜
い
た
択

捉
・
国
後
は
、
残
念
至
極
未
だ
に
ロ
シ
ア
に
か
す
め
取
ら
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。
御
両
社
朔
日
祭
の
祝
詞
に
は
、「
一
日
一
刻
も
早
く

失
わ
れ
た
る
北
の
島
々
を
還
さ
し
む
べ
く
厳
の
御
力
授
け
給
へ
」

と
あ
り
、
領
土
返
還
を
熱
禱
申
し
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心

な
の
は
領
土
へ
の
国
民
意
識
で
あ
ろ
う
。
文
化
燈
篭
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
領
土
を
守
り
抜
く
気
概
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
気
概

を
世
界
に
示
し
て
こ
そ
、
領
土
返
還
へ
の
道
は
開
け
て
ゆ
く
。

文
化
燈
篭

文
化
燈
篭

　

文
化
燈
篭

　



令和３年 10 月１日 第 186 号（2）し　お　が　ま　さ　ま
　

本
年
は
志
波
彦
神
社
が
明
治
四

年
五
月
に
国
幣
中
社
に
列
格
さ
れ

て
か
ら
、
百
五
十
年
の
佳
節
に
あ

た
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
寿
ぎ
、
九
月
二
十
九
日
、

志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭
並
び
に

氏
子
崇
敬
会
秋
季
大
祭
に
併
せ
て

奉
祝
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
波
彦
神
社
は
「
延
喜
式
」
神

名
帳
に
名
神
大
社
と
し
て
記
さ
れ

た
古
社
で
、か
つ
て
は
岩
切
村
（
仙

台
市
宮
城
野
区
岩
切
）
に
鎮
座
し

て
い
ま
し
た
。

　

国
幣
中
社
列
格
後
、
明
治
七
年

　

十
月
五
日
（
火
）、
鹽
竈
神
社

左
右
宮
に
お
い
て
裏
千
家
献
茶
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
裏
千
家
家
元
・
千
宗

室
氏
の
お
点
前
で
濃
茶
・
薄
茶
が

点
て
ら
れ
、
御
神
前
に
お
供
え
さ

れ
ま
す
。

　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
宮
城
支
部

が
主
催
す
る
献
茶
祭
は
、
十
四
代

家
元
淡
々
斎
宗
匠
と
嘉
代
子
夫
人

（
仙
台
市
出
身
）、
ま
た
夫
人
の
叔

母
で
あ
り
養
母
で
あ
っ
た
伊
藤
幾

久
寿
女
史
（
号
宗
幾
）
が
昭
和
五

年
四
月
に
献
茶
を
行
わ
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。

　

九
月
十
八
日
、
御
神
田
に
お
い

て
抜
穂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
五
月
八
日
の
御
田
植
祭
で

植
え
ら
れ
た
ヒ
ト
メ
ボ
レ
の
苗

は
、
関
係
者
の
御
尽
力
に
よ
っ
て

順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
稲
は
、
十
一
月
二

十
三
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
新
嘗
祭

に
お
い
て
御
神
前
に
お
供
え
さ
れ

ま
す
。

　

九
月
二
十
日
、
神
馬
塚
の
秋
季

慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
御
神
馬
代
々
の
墓
所
で
あ

る
神
馬
塚
（
利
府
町
加
瀬
十
三
本

塚
）
に
、
米
・
酒
の
ほ
か
人
参
や

フ
ス
マ
な
ど
馬
の
好
物
が
神
饌
と

し
て
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
へ
の
神
馬
奉
献
の
記
録

は
、
現
存
す
る
も
の
で
は
文
和
五

年
（
一
三
五
六
）
の
古
文
書
に
み

ら
れ
ま
す
。
以
降
、
先
代
の
「
金

龍
号
」
ま
で
二
十
頭
が
奉
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
月
十
一
日
、
氏
子
青
年
会

と
神
輿
世
話
役
会
に
よ
る
御
両

社
の
神
輿
清
掃
奉
仕
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
三
月
の
帆
手
祭
、
四

月
の
花
祭
は
境
内
巡
幸
と
な
り
、

み
な
と
祭
は
二
年
続
け
て
の
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

博
物
館
前
に
久
し
ぶ
り
に
御

両
社
の
神
輿
が
並
び
、
参
加
者

は
来
年
こ
そ
市
内
巡
幸
、
そ
し

て
み
な
と
祭
の
海
上
渡
御
が
奉

仕
で
き
る
よ
う
に
願
い
な
が
ら

清
掃
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

御
両
社
神
輿

　
　
清
掃
奉
仕
実
施

抜
　
穂
　
祭

に
鹽
竈
神
社
別
宮
に
遷
祀
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
六
十
四
年
後
の
昭
和
十

三
年
に
神
職
・
氏
子
崇
敬
者
の
悲

願
で
あ
っ
た
御
社
殿
が
、
国
費
に

よ
り
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
代
神
社
建
築
の
粋
を
集
め
て

造
営
さ
れ
た
御
社
殿
は
厳
格
な
趣

に
満
ち
、
昭
和
三
十
八
年
に
塩
竈

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
朱
塗
の
大
鳥
居
は
、
昭
和

十
五
年
に
完
成
し
、
多
く
の
参
拝

者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

奉
祝

　

国
幣
中
社
列
格
一
五
〇
年

　
　
　
志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭

　
　
　
並
び
氏
子
崇
敬
会
秋
季
大
祭

裏
千
家
献
茶
祭

�

十
月
五
日

神
馬
塚
慰
霊
祭

昭和 13年の遷座祭
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講
社
大
祭

　

例
年
十
月
の
ス
ポ
ー
ツ
の
日
を

含
め
た
三
連
休
に
斎
行
し
て
い
ま

す
講
社
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
昨
年
同
様
祈
祷
形
式
で
奉
仕

と
な
り
ま
す
。

　

十
月
八
日
（
金
）
よ
り
十
四
日

（
木
）
ま
で
の
一
週
間
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
受
付
と

な
り
ま
す
。

　

各
団
体
の
皆
様
は
、
最
小
限
の

御
代
表
で
の
御
参
拝
を
お
願
い
し

ま
す
。
皆
様
の
御
参
拝
を
御
待
ち

し
て
い
ま
す
。

清
掃
奉
仕
実
施

　

六
月
二
十
三
日
、
宇
仁
講
長
以

下
三
十
三
名
に
よ
り
、
鹽
竈
神
社

別
宮
御
垣
内
の
清
掃
奉
仕
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
神
拝
行
事
や
例
会
等
の

活
動
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
講
員

た
ち
は
、
和
気
藹
々
と
清
掃
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

初
穂
曳
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
、
十
一
月
二
十
三
日
に

新
嘗
祭
に
併
せ
実
施
し
て
い
ま

す
初
穂
曳
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

為
、
昨
年
に
続
き
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
の
御
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

講
社
だ
よ
り

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

　

十
二
月
二
日
（
木
）
よ
り
約
十

日
間
に
わ
た
り
、
当
社
神
職
が
塩

竈
市
内
各
戸
を
訪
問
し
て
伊
勢
の

神
宮
の
御
神
札
「
神
宮
大
麻
」
と

令
和
四
年
の
神
社
祭
事
暦
、
御
神

像
（
お
正
月
さ
ま
）
を
お
頒
ち
し

ま
す
。

　

お
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

氏
神
様
の
お
札
と
併
せ
、
神
宮
大

麻
を
奉
斎
し
て
神
恩
に
感
謝
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

　

十
二
月
三
十
一
日
（
金
）
午
後

三
時
よ
り
祓
所
に
お
い
て
大
晦
日

大
祓
式
を
執
行
し
ま
す
。

　

半
年
間
の
穢
れ
を
祓
い
、
新
年

を
迎
え
る
神
事
で
す
。
御
参
列
い

た
だ
き
、
清
々
し
く
新
年
を
お
迎

え
下
さ
い
。

　

神
宮
大
麻
に
あ
わ
せ
て
「
形
代
」

を
お
配
り
し
ま
す
。
当
日
参
列
で

き
な
い
方
は
、
事
前
に
お
納
め
下

さ
い
。

　

○
形
代
の
取
扱
い
方

　

お
名
前
・
年
齢
を
記
入
し
体
を

撫
で
、
最
後
に
息
を
吹
き
か
け
て

下
さ
い
。
形
代
に
移
し
た
穢
れ
を

お
祓
い
し
ま
す
。

　

七
五
三
は
、
氏
神
様
の
御
加
護

に
よ
っ
て
無
事
成
長
で
き
た
こ
と

を
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
も
見
守
っ
て
下
さ
る
様
お

願
い
す
る
大
切
な
人
生
儀
礼
で

す
。

　

今
年
は
平
成
三
十
一
年
・
令
和

元
年
生
（
三
歳
男
女
）、
平
成
二

十
九
年
生
（
五
歳
男
子
）、
平
成

二
十
七
年
生
（
七
歳
女
子
）
の
お

子
様
（
何
れ
も
数
え
年
）
が
該
当

し
ま
す
。

　

十
一
月
末
日
ま
で
七
五
三
祈
祷

を
受
け
ら
れ
た
お
子
様
に
は
、
記

念
品
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す　

　

七
月
十
三
日
・
十
四
日
の
両
日
、

巫
女
の
神
楽
舞
の
温
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

藤
波
祥
子
先
生
（
亘
理
郡
八
重

垣
神
社
宮
司
）
の
指
導
の
も
と
、

当
社
独
自
の
一
森
の
舞
・
海
人
の

舞
、
ま
た
浦
安
の
舞
、
悠
久
の
舞

な
ど
の
稽
古
に
、
巫
女
た
ち
は
熱

心
に
取
組
み
ま
し
た
。

神
宮
大
麻
頒
布

七
五
三
詣
の
御
案
内

巫
女
神
楽
舞
温
習

大
晦
日
大
祓
式
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国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

　

た
び
重
な
る
大
雨
や
台
風
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
残
り
三
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
穏
や
か
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。�

（
慶
）

祭 

事 

暦 
（
十
月
か
ら　

十
二
月
ま
で

）

文
　
芸
　
欄
　
　
　
　
　

百
万
本
の
ひ
ま
わ
り
か
ら
の
招
待
状
　
　
　
　
　
大
野
　
み
よ
子

眉
太
き
蕉
翁
像
や
萩
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
田
　
須
美
子

潮
騒
の
洞
の
ね
ぐ
ら
や
月
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
由
美
子

晩
涼
の
波
は
礁
を
越
え
て
来
し
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
セ
ツ
ノ

ま
ま
ご
と
の
葉
っ
ぱ
の
茶
碗
小
鳥
来
る

　
　
　
　
横
田

　
み
ち
子

一
の
宮
走
り
ま
は
り
し
捕
虫
網

　
　
　
　
　
　
　
菅
原

　
　
和
子

　
し
ぐ
れ
子
と
黙
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
佐
藤

　
　
悦
子

紅
の
花
姉
さ
ん
被
り
の
子
供
達

　
　
　
　
　
　
　
池
田

　
智
恵
子

三
の
丸
野
面
の
苔
の
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　
　
今
野

　
紀
美
子

虫
の
こ
ゑ
二
百
二
段
の
右
ひ
だ
り

　
　
　
　
　
　
及
川

　
　
源
作

六
月

　

名
取
市　
　

武
尾　
　

耕
介

　

塩
竈
市　
　

加
藤　
　

舞

　

仙
台
市　
　

山
本　
　

俊
明

　

仙
台
市　
　

平
山　
　

紗
貴

　

埼
玉
県　
　

三
輪　
　

典
行

　

塩
竈
市　
　

千
葉　
　

ゆ
い

　

仙
台
市　
　

熊
谷　
　

圭
太

　

仙
台
市　
　

熊
谷　

美
枝
子

　

柴
田
郡　
　

村
上　
　

謙
造

　

群
馬
県　
　

本
多　
　

遥

　

石
巻
市　
　

千
葉　
　

一
輝

　

大
崎
市　
　

藤
原　

麻
奈
美

　

宮
城
郡　
　

竹
内　
　

大
空

　

仙
台
市　
　

吉
澤　
　

和

七
月

　

栗
原
市　
　

後
藤　
　

拓
洋

　

大
崎
市　
　

鈴
木　
　

七
海

　

仙
台
市　
　

千
賀　
　

剛

　

岩
手
県　
　

齋
藤　

星
梨
花

�

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
　
　
　

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

博
物
館
実
習
実
施

　

九
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
五
日
間
、
学
芸
員
資
格
取
得
に

か
か
わ
る
博
物
館
実
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
東
北
学
院
大
学
よ
り

三
名
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
よ
り

一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
に
お
け
る
様
々
な
活
動

に
つ
い
て
の
講
義
や
各
種
資
料
の

取
扱
い
、
記
録
、
梱
包
作
業
な
ど

行
い
ま
し
た
。

　

実
習
生
ら
は
古
文
書
や
刀
剣
な

ど
実
際
の
資
料
に
向
き
合
い
、
真

剣
な
面
持
ち
で
取
組
ん
で
い
ま
し

た
。

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

毎
月

　

一
日

朔

日

祭

　

 

〃

曲
木
神
社
月
次
祭

　

六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　

十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

十
月

　

五
日

裏

千

家

献

茶

祭

　

十
七
日

神

嘗

奉

祝

祭

十
一
月

　

三
日

明

治

祭

　

十
五
日

七

五

三

　

二
十
三
日

新

嘗

祭

十
二
月

　

一
日

嘉

津

良

比

祭

　

三
十
一
日

大
祓
式
・
除
夜
祭

銅
板
奉
納
者
芳
名

　

六
月
よ
り
八
月
に
か
け
て
、

多
く
の
方
々
よ
り
銅
板
の
御
奉

納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月

　

山
形
県�

大
場　

美
和
子

�

ほ
か
六
十
六
名

七
月

　

北
海
道�

佐
藤　

謙　
　

�

ほ
か
七
十
四
名

八
月

　

埼
玉
県�

志
水　

康
司　

�

ほ
か
六
十
八
名

�

（
敬
称
略
）

新
任
（
九
月
二
十
一
日
付
）

　

社
務
員
見
習�

三
浦　
　

馨　

人
事
異
動

人
事
異
動


